
＜機械・農作業の共同化を実施している事例＞

○「共同」で大きく開け、集落の未来
み ん な

１．集落協定の概要

市町村･協定名 新潟県柏 崎 市 高 柳 町 門出・田代
かしわざきしたかやなぎちよう かどいで・たしろ

協 定 面 積 田（92.7％） 畑（7.3％） 草地 採草放牧地
42.2ha 水稲 栗

交 付 金 額 個人配分 30％
732万円 共同取組活動 集落間協定協議会へ拠出 30％

70％ 農道水路管理・改良費 11％（ ）
土地改良費 10％
交流推進費 4％
農業振興費 3％
繰越・その他（会議事務等経費） 12％

協定参加者 農業者 87人、中部生産組合（構成員87人）

２．取組に至る経緯

隣接する２集落で協定を締結している当集落協定は、１期対策で農道・水路の補修・

改良などを中心に行ってきたが、２期対策ではそれらに加え、機械・農作業の共同化な

ど営農体制の整備を重点に取り組んでいくこととなった。また、地域資源を活用した都

市交流の充実も図っていくこととした。

３．取組の内容

地域には、全国棚田百選に選ばれた「大開の棚田」があるが、高齢化等により保全管

理水田が増えてきており、営農再編の検討を進めた結果、平成17年に若手の兼業農家が

「門出棚田愛農会」を結成し、保全管理となっていた棚田での米の作付けを開始した。

平成19年から、県の「中山間地域豊かな村づくり推進事業」を活用して、営農再編の

取組を加速した。具体的には、営農検討委員会を設置し、集落の意向調査や先進地調査

の結果等をもとに集落営農の提案・合意形成を図ってきた。その結果、平成21年７月に

「門出棚田愛農会」を母体とした「門出・田代営農組合」を設立し、門出集落と田代集

落に水田を所有している60名の農業者の参画により、農業機械の共同利用や農作業の共

同化を図っている。

また 「門出 「大開」という祝い事を連想する地名を活かし、結婚予定のカップルを、 」

対象とした「門出を祝う米づくり」と称した体験交流に取り組んでいる。

「門出・田代営農組合」設立総会 「門出を祝う米づくり」



［集落の将来像]
○農業機械の共同利用・農作業の共同化を行い、耕作放棄を防止している。
○地域資源を活用した都市交流に取り組んでいる。
○他集落と連携して、農業生産活動・多面的機能増進活動に取り組んでいる。

［将来像を実現するための活動目標]
○機械・農作業の共同化4.5ha以上
○農家民宿「門出かやぶきの里」などの地域資源を活かした都市交流の推進
○多面的機能の持続的発揮に向けた他集落との連携
［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田42.2ha 地域資源を活かした都市 機械・農作業の共同化（ ）
交流の実践 ・生産組織設立等による共同化

個別・生産組織対応 ・ 門出を祝う米づくり」 の推進「
による体験交流 （耕うん・代かき、田植え、

・農家民宿「門出かやぶ 稲刈り９ha実施 目標4.5ha)、
水路・農道の維持管理 きの里」宿泊客、棚田
（水路11km及び農道12km ボランティア、雪国ボ 共同取組活動
年２回清掃・草刈り） ランティア等との交流

共同取組活動 共同取組活動

景観作物の作付け 「門出棚田愛農会」の活動
・畦畔へのシバザクラの ・保全管理となっていた
定植 棚田での作付再開

共同取組活動 共同取組活動

集落外との連携
○集落を越えた営農体制の整備や都市交流等の取組に対応するため、高柳地域の11集
落協定で協定間協定を締結している。各集落協定から交付金の30％を拠出し、地域全
体での活動に充てる。

４．取組による変化と今後の課題等

法人化や、農産物の加工販売・特産化などによる「門出・田代営農組合」の経営体質

強化を図る。

「 」 。門出を祝う米づくり の取組を通じた交流人口の拡大と米の付加価値販売を進める

［平成21年度までの主な成果］
○ 継続的な営農体制の整備
・農業機械（トラクター、田植機、コンバイン）の共同利用による営農の効率化・低コスト化

（当初０ha、目標4.5ha、H21実績９ha）
○ 地域資源を活用した都市交流の推進
・ 門出を祝う米づくり」による体験交流の実施（結婚予定カップル１組と年８回の交流を実施）「

○ 多面的機能の持続的発揮に向けた他集落との連携
・高柳地域のすべての協定と連携した集落を越えた営農体制の整備や都市交流の実施


